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愛知連盟創立７０周年！！
11月10日(日)、秋晴れの日に恵まれ、県内をはじめ韓国ソウル北部連盟からも参加いただき、3,884名のスカウト達が久屋
大通公園に集い、創立70周年記念ボーイスカウトの集い『あいちスカウトデー』を開催した。記念式典ではスカウト宣言を
富士スカウトが立派に役目を果たした。各地区から防災に役立つ体験プログラム、陸上自衛隊の演奏や和太鼓の音色を楽
しんだ。また、美化活動をしながら、３つのサテライト会場へ移動し、延べ3,000人が参加した。ベンチャースカウト、ロー
バースカウトが中心となり運営を実施した未来に向けた記念式典となりました。光り輝け‼あいちのスカウトたち‼

行事・国際委員長　河村武人

新春を迎えて

ボーイスカウトの皆さんは、野外活動やボランティア活動
を通じて、精神力や責任感、そして自ら考え行動する力を養
い、日々たくましく成長されていることと思います。また、学校の
枠にとらわれない仲間たちとの交流は、協調性や相手を思
いやる心を学び、多くの友情を育む絶好の機会であります。
自然の中で得た数々の経験は、７０年前の先輩方と同じ
く、皆さんの貴重な財産となることでしょう。
本県では、「あいち子ども・若者育成計画２０２２」に基づ

き、子ども・若者の健全育成や自立支援に向けた取組を推
進しているところであります。ボーイスカウトの指導者の皆様
にも、地域の教育力の向上や若者の規範意識の醸成に、
これまで蓄積された力を発揮いただき、子ども・若者が健や
かに成長する環境づくりに、一層の御尽力を賜りますようお
願い申し上げます。
最後に、一般社団法人日本ボーイスカウト愛知連盟の
皆様にとって、２０２０年がより良い年となりますよう心からお
祈り申し上げ、新年の御挨拶とさせていただきます。

あけましておめでとうございます。
新たな年を迎え、ボーイスカウト運動に取り組んでおられる
皆様に、御挨拶を申し上げます。
また、一般社団法人日本ボーイスカウト愛知連盟におか
れましては、昨年、創立７０周年を迎えられましたこと、改めて
お祝い申し上げます。７０年の長きにわたり、団体の運営に
御尽力されてきた方々に、心より敬意を表します。

愛知県知事

大村  秀章
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ホットニュースホットニュースホットニューススカウトあいち

第４０回 令和元年度 図画・写真コンテスト
今回で40回目となり、令和初でもある図画・写真コンテストに、851点の応募をいただきました。多数ご応募いただき、あり

がとうございました。入賞作品は、組織・拡充委員会と有識者による厳正なる審査にて決定しました。今回は愛知連盟創立
70周年とも重なり、特別賞も設けました。入賞者の皆様、おめでとうございます。 

▲図画 ビーバー部門 最優秀賞
関 隼澄（豊川第４団）
「おさかな おいしいな！」

▲図画 カブ部門 最優秀賞
佐藤 史埜（西尾第５団）
「マスづり」

◀図画 ボーイ部門
最優秀賞
成田 吉輝
（半田第４団）
「たちかまどで料理」

▲写真 ボーイ部門 最優秀賞
土屋 心音（西尾第６団）
「誓い」

▲写真 保護者・リーダー部門 最優秀賞
内田 昇（一宮第４団）
「どんな味がするのかな？」

◀写真
ビーバー部門
最優秀賞
矢野 達也
（西尾第12団）
「けりたろうとここな」

図画 ビーバー部門

最優秀賞
優 秀 賞
優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

豊川第4団
幸田第3団
西尾第6団
名古屋第75団
名古屋第51団
名古屋第51団
春日井第2団
豊川第１団
豊田第15団

関　隼澄
山田　愛菜
板倉　陽花
北川　峻
寺阪　彩菜
三竹　正真
秋山　晃志
和賀　まほろ
青木　愛莉

賞 氏　　名 所属団

写真 ビーバー部門

最 優 秀 賞
優 秀 賞

西尾第12団
高浜第１団

矢野　達也
宮口　初実

賞 氏　　名 所属団

写真 カブ部門

優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

西尾第1団
名古屋第42団
日進第1団
日進第1団
弥富第１団
稲沢第6団

幡豆　風花
去来川　遥都
山口　凌
中川　雅仁
水野　壱甫
空閑　紘士

賞 氏　　名 所属団

写真 ボーイ部門

最 優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞

西尾第6団
名古屋第91団
西尾第6団
稲沢第4団

土屋　心音
坂井田　泉帆
安野　一真
清水　健太

賞 氏　　名 所属団

写真 ベンチャー部門

優 秀 賞 豊田第34団柴田　結希
賞 氏　　名 所属団

豊川第４団

西尾第12団

大口第1団

半田第４団

西尾第６団

名古屋第８団

関　隼澄

矢野　達也

村山　羅偉亜

成田　吉輝

安野　一真

川島　ゆう子

図画　ビーバー部門　最優秀賞

写真　ビーバー部門　最優秀賞

図画　カブ部門　入賞

図画　ボーイ部門　最優秀賞

写真　ボーイ部門　入賞

写真　保護者・リーダー部門　優秀賞

氏　　名 所属団

第４０回記念 特別賞

連 盟 長 賞

理 事 長 賞

組 織 拡 充
委 員 長 賞

賞

写真 ローバー部門

入 賞 名古屋第109団石川　裕太
賞 氏　　名 所属団

写真 保護者・リーダー部門

最 優 秀 賞
優 秀 賞
優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

一宮第4団
名古屋第75団
名古屋第8団
名古屋第30団
名古屋第82団
東海第2団
岡崎第11団

内田　昇
土方　聡子
川島　ゆう子
横澤　浩
安田　雅子
藤川　孝康
柴田　春彦

賞 氏　　名 所属団

図画 ボーイ部門

最優秀賞
優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞

半田第4団
名古屋第75団
小牧第1団
半田第4団
東浦第1団

成田　吉輝
竹宮　一咲
松岡　真里奈
石川　瑛登
田中　優成

賞 氏　　名 所属団

図画 カブ部門

最優秀賞
優 秀 賞
優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

西尾第5団
東浦第１団
岡崎第5団
名古屋第22団
名古屋第22団
名古屋第8団
名古屋第8団

佐藤　史埜
田中　創介
鳥居　大雅
杉浦　璃子
荻巣　こと葉
五百田　志琉
丸山　慶太郎

賞 氏　　名 所属団
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

大口第1団
知多第1団
豊橋第9団
碧南第1団
一宮第4団
一宮第4団
稲沢第4団

村山　羅偉亜
山本　修司
前田　旭陽
山口　小鳥子
吉岡　真絆
澤田　龍成
相原　由理

賞 氏　　名 所属団

＜入賞者　一覧＞
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愛知連盟創立７０周年記念祝賀会を開催
１１月１０日（日）夕方、名古屋観光ホテル曙の間におきまして、
愛知連盟創立７０周年記念祝賀会を開催しました。
当日はご来賓として青山愛知県副知事様や堀嵜ボーイスカウ

ト振興愛知県議会議員懇談会会長様始め愛知県議会議員の
皆様、また、ボーイスカウト仲間からは韓国連盟の金副総裁様、
日本連盟の奥島理事長様並びに他県連盟の役員の皆様など
多くの方にご出席いただき、また県連盟役員、地区役員及び団
委員長など、総勢約３００名で盛大に開催されました。
祝賀会の最後には長谷川県連盟コミッショナーからお礼
の言葉を申し上げ、弥栄で今後の愛知連盟の躍進を誓った
ところです。
なお、祝賀会にはご出席いただけませんでしたが、開会前には
大村秀章愛知県知事（名誉連盟長）様が、公務の合間を縫っ
て駆けつけていただき、お祝いのお言葉を頂戴いたしました。

体験で学ぶ森と緑づくり
知多西南地区　組織・拡充委員長　片岡　和恵

１０月２０日(日)、知多郡美浜町　旧布
土小学校グラウンドにて「体験で学ぶ森
と緑づくり」イベントを開催しました。
このイベントは知多西南地区（常滑
市、武豊町、美浜町、南知多町）では、
一昨年、昨年に続き3回目。前2回は常
滑市での開催でしたが、今回は初めて
美浜町で開催しました。事前に、各地域
の保育園・幼稚園・小学校にチラシを
配布していただき、市町の広報誌にも
案内掲載していただいたので、当日は開
始時間になると予想以上に多くの家族連れが遊びに来てくださり、モン
キーブリッジ、キーホルダー作り、丸太切り、動物の足跡探索のブースを
楽しそうに体験してくださいました。保護者の方からは、“普段体験できな

いことを体験できた”
“子供がとても楽しんで
いた”などのご意見をい
ただきました。今後もこ
のようなイベントを開催
し、ボーイスカウト活動を
幅広く知っていただけた
らと思います。

三河葵地区　組織・拡充委員長　喜多順一
1１月2日(土)、晴天の秋空のもと、昨年度に続き岡崎城
下家康公秋祭りにて「体験で学ぶ森と緑づくり」を乙川河
川敷にて開催しました。事前に岡崎市内全小学校等へチ
ラシにて広報を行い、スカウト活動で培った技術を生かした
モンキーブリッジはじめ森と緑づくりの大切さを考えていた
だく各ブースで、児童及び保護者約6００名の方に楽しんで
いただきました。

永井理事長

青山副知事 堀嵜会長 金副総裁

岡谷連盟長
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良
憲

将
也

貴
元

利
雄

幸
夫

武
雄

輝
久

武
司

久
司

秀
興

信
之

三
義

元
信

富
士
夫

知
恵

明
宏

祐
司

智
美

泰
弘

誌
祐
一

勝
久

光
彦

利
明

雅
彦

　
聡

泰
博

善
行

辰
也

純
一

和
俊

　
明

　
匠

紀
明

丈
二

謙
志

塚
本

小
川

江
上

松
井

服
部

中
川

大
矢

梅
村

浅
野

鬼
頭

安
田

安
藤

前
山

三
井

田
端

小
坂

大
谷

吉
岡

鵜
飼

北
岡

大
島

飯
田

安
藤

加
古

杉
原

杉
藤

波
多
野

松
岡

瀧
本

国
立

岩
瀬

足
立

井
上

森吉
田

各
務

五
藤

服
部

名古屋北斗地区

尾張東地区

シ
ニ
ア
ス
カ
ウ
ト
ク
ラ
ブ一同

顧

問

顧

問

顧

問

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

同
副
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

同
副
委
員
長

同
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

同
副
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

同
副
委
員
長

総
務
委
員
長

同
副
委
員
長

ロ
ー
バ
ー
ス
代
表

ロ
ー
バ
ー
ス
代
表

事

務

長

副

事

務

長

会

計

監

事

監

事

鐸
夫

隆
二

昭
憙

 

勲
倫
之

武
人

由
高

嘉
彦

友
一

 

洋
弘
幸

圭
祐

由
美
子

治
雄

良
治

 

覚
啓
介

秀
晴

大
輔

武
志

宣
彰

泰
陸

慶
子

育
美

志
郎

彰
洋

昌
幸

 

久

 

登
貴
美
江

孝
之

 

隆

 

高
文
義

弘
道

 

茂
澄
雄

聖
大

 

駿
竜
章

里
美

 

幹
正
人

正
治

舩
橋

中
村

横
江

井
上

中
村

河
村

佐
々

平
野

中
村

中
谷

小
林

石
川

林植
木

日
比
野

鈴
木

古
木

古
川

中
川

串
崎

高
多

小
林

佐
藤

椎
葉

内
田

宮
下

石
原

竹
内

伊
吹

山
口

藤
井

八
橋

金
田

井
上

高
橋

大
谷

田
口

藤
井

佐
伯

岩
花

中
村

志
水

境河
合

名古屋千種地区
顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

副
委
員
長・会
計

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

同
副
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

同
副
委
員
長

同
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

行
事・国
際
委
員
長

同
副
委
員
長

同
副
委
員
長

総
務
委
員
長

同
副
委
員
長

事

務

長

会

計

監

査

会

計

監

査

勝
彦

 

齊
富
二

康
昭

正
次

勁
一

義
久

卓
雄

淑
子

賢
一

俊
文

久
子

敦
子

健
二

 

聡
俊
英

智
彦

清
志

宏
史

峰
雄

喜
久
雄

宗
平

俊
昭

和
夫

恭
章

好
美

信
司

幸
典

耕
三

元
康

桂
一

達
也

景
子

二
實

彰
康

渡
邊

吉
田

樫
尾

加
納

西
洞

杉
田

水
野

赤
野

加
藤

石
川

岡
﨑

加
納

根
津

﨑
山

三
浦

菅
野
谷

小
林

根
津

石
榑

坂
口

服
部

水
谷

田
口

因
田

中
村

亀
谷

勝
田

原
田

伊
藤

横
山

吉
田

小
塚

木
全

井
上

森

頌 春
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平

　野

　嘉

　彦

新
春
弥
栄

尾張西地区
顧

問

顧

問

協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

同
副
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

同
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

同
副
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

同
副
委
員
長

総
務
委
員
長

同
副
委
員
長

救
急
看
護
特
別
委
員
長

同
副
委
員
長

ロ
ー
バ
ー
ス
代
表

会

計

監

査

会

計

監

査

事
務
長
兼
会
計

事

務

次

長

敬
順

保
夫

伸
也

惠
至

博
樹

功
一
郎

裕
史

陽
介

か
つ
美

俊
貴

秀
輔

昌
章

功
介

利
文

敏
明

啓
子

和
典

和
仁

宏
俊

茂
光

吉
彦

佳
代
子

哲
行

正
善

一
夫

慎
太
朗

由
美
子

充
郎

惠
子

裕
介

貴
敏

雅
之

哲
男

信
頼

林土
川

則
竹

水
谷

吉
野

藤
髙

森佐
藤

佐
藤

木
村

髙
木

平
田

土
川

安
江

小
出

山
田

村
瀬

柴
田

牧瀧柴
田

冨
田

脇
田

中
川

山
田

瀧齊
藤

久
富

魚
住

瀧田
口

松
田

柴
田

森
田

ソ
ウ
ル
北
部
連
盟

韓
国
ス
カ
ウ
ト

尾張南地区
先

達

先

達

先

達

協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総
務
委
員
長
・
会
計

事

務

長

　
亨

一
男

益
美

正
行

哲
史

安
徳

篤
松

千
博

資
浩

基
子

正
人

和
孝

義
之

治
生

憲
明

純
子

寿
夫

哲
久

之
孝

北
條

加
藤

佐
藤

高
橋

近
藤

村
上

佐
藤

加
藤

中
島

竹
田

竹
内

小
崎

土
肥

小
関

飯
田

近
藤

渥
美

丹
羽

山
﨑

愛知スカウトクラブ
会

長

広

報

広

報

行

事

行

事

行

事

行

事

会

計

監

査

監

査

総
務
（
事
務
）

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

一
彦

亮
俊

敬
順

孝
尾

忠
雄

養
正

武
睦

友
子

　
明

　
勇

捷
夫

圭
子

正
一

利
雄

満
雄

悦
子

　
清

二
𣘺

生
田

林伊
藤

加
藤

北
川

吉
田

榊
原

岩
田

福
田

息
野

岩
田

板
谷

大
矢

榊
原

林松
井

岐
阜
県
連
盟

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

三

重

連

盟

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

静
岡
県
連
盟

一
般
社
団
法
人

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
トボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連

盟
の
現
加
盟
員
又
は
元
加

盟
員
で
六
十
五
才
以
上
で

あ
る
こ
と

年
五
〇
〇
〇
円

新人会員募集

○
資
格

○
会
費

ご
希
望
の
方
は

総
務（
事
務
）息
野
捷
夫
ま
で

電
話
〇
九
〇‒

九
九
二
三‒

五
三
三
七

名古屋巽地区
協

議

会

長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総
務
委
員
長

事

務

長

克
己

浩
路

徳
治

茂
人

　
淳

幸
一

規
祐

康
雄

晴
子

光
男

　
修

瀧根
木

中
村

渡
辺

原松
谷

吉
田

佐
土
平

中
島

兼
子

加
藤

名古屋西部地区
協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総
務
委
員
長

事

務

長

昭
則

光
義

和
生

朋
明

敦
司

知
明

　
力

信
彦

ま
な
み

美
恵

正
男

千
花
子

　
勝

冨
田

長
野

大
原

郷
司

小
塚

井
上

柴
山

河
村

西
村

長
野

久
野

天
野

三
枝
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穂の国地区
豊

橋

市

長

豊

川

市

長

田

原

市

長

新

城

市

長

名
誉
協
議
会
長

名
誉
副
協
議
会
長

名
誉
副
協
議
会
長

名
誉
副
協
議
会
長

光
雄

門
治

能
正

篤
哉

和
義

澄
夫

耕
一

高
行

明
隆

尚
彰

慶
三

敏
和

智
也

渡
辺

白
井

堀
田

伊
藤

鈴
木

宮
野

三
宅

中
山

坂
田

中
出

中
村

山
内

石
黒

光
一

幸
夫

政
良

亮
次

佐
原

竹
本

山
下

穂
積

先

達

顧

問

参

与

相

談

役

協

議

会

長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

眞
之

吉
久

元
夫

幸
雄

哲
也

和
利

孝
博

康
兵

　
一

久
高

政
美

宇
野

北
川

水
野

岩
月

八
木

神
谷

金
子

林岡
田

渡
辺

高
橋

先

達

名
誉
副
協
議
会
長

顧

問

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

豊田地区

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

和

利

正

臣

繁

樹

利

英

　

章

正

和

竜

彦

　

久

厚

志

　

純

知

美

元

志

満

信

正

基

義

和

洋

介

浩

一

太

郎

秀

樹

宏

悦

昌

宏

将

貴

神

谷

村

瀬

杉

江

平

松

日

高

杉

浦

中

村

塚

本

西

川

鈴

木

谷

口

森

井

水

谷

天

野

樹

神

河

合

朝

倉

黒

田

桜

井

荻

原

神

谷

朝

日

会

長

副
会
長

幹
事
長

監

事

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

純

一

昭

雄

富

夫

弘

文

博

史

洋

美

憲

治

　

昇

太

郎

省

三

一

志

裕

人

　

誠

浩

史

義

高

智

也

宏

樹

正

春

文

宏

泰

志

り

か

　

拓

洋

章

隆

喜

雅

博

泰

彦

英

俊

堀

嵜

富

田

水

野

直

江

神

野

神

戸

坂

田

渡

辺

川

嶋

青

山

佐

藤

近

藤

島

倉

山

本

中

根

山

下

藤

原

新

海

南

部

野

中

政

木

石

井

丹

羽

今

井

鈴

木

田

中

佐

藤

ボーイスカウト振興愛知県議会議員懇談会

浅
井
よ
し
た
か

小
山
た
す
く

お
お
た
け
り
え

筒
井
タ
カ
ヤ

鈴
木
ま
さ
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古紙パルプ配合率80％
再生紙を使用しています。

どんぐり交流会どんぐり交流会

恒例のどんぐり交流会が、今年度は11月17日
(日)にボーイスカウト、ガールスカウト、みどりの少年
団の関係者等合計164名の参加者により、新城・
吉川野営場にて開催されました。
天候にも恵まれ、午前は、コナラや栗の苗木植樹、しいたけ菌打ちを体験し、
交流を深めながら森の大切さを学ぶことができました。

午後は、韓国で行われたローバースカウトによる植樹プ
ログラムの紹介や愛知連盟トレーニングチームの協力に
よるゲーム体験で自然と楽しく親しむことができました。
なお、主催者である公益社団法人愛知県緑化推進委
員会、支援をいただいた三菱ＵＦＪ環境財団より、感謝の
意を表されました。

多くの仲間との通信の世界へ多くの仲間との通信の世界へ

12月7～8日（土日）の二日間、新城・吉川
野営場にスカウト１９名が集まり、無線通信の
実地訓練を行いました。参加したのは、８月に
行われた研修会を経て第４級アマチュア無線
技士の資格を取得したスカウトで、初めての
無線通信に緊張しつつも、時には英語も交えながら楽しんで交信する姿が見ら
れました。また、その合間を縫ってラジオ製作の体験も実施いたしました。

助成していただきました公益財団法人永井
科学技術財団さま、一般財団法人日本アマ
チュア無線振興協会の皆さま、ご協力いただ
いたボーイスカウト愛知連盟アマチュア無線
局の皆さまに心より御礼申し上げます。

ボーイスカウト学生と企業とのリクルート懇談会開催ボーイスカウト学生と企業とのリクルート懇談会開催

私たちは、ボーイスカウト運動を応援しています！

（敬称略） 特別維持会員の方々です。

１２月３日（火）名古屋国際センター別
棟ホールにて開催。特別維持会員１５
社のご支援をいただき、１４名のローバー
スカウトが参加しました。
（株）リクルートキャリア倉光里沙様の
特別講演では「ボーイスカウトの経験を

武器にしよう！」というテーマでレクチャーをいただき、丁寧な説明に参加
者は真剣な眼差しで多くのヒントが得られました。企業様と学生との面

接会を体験する時間もいただき、緊張の連続でしたが、ローバースカウト
のために、このような機会を設けていただき、今後の就職活動に向けた
心構えを作りだすことができたと感
想をいただいた。また、こんな充実
した企画に参加しないのはもった
いないという声もありました。
ローバー諸君！次年度の参加を
期待します。


